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国
鉄
決
戦
の
正
念
場
が
到
来
し
て
い
る
。

山
本
太
郎
選
挙
の
勝
利
、
１
０
０
万
規
模
の

革
命
的
大
衆
的
決
起
と
国
鉄
決
戦
を
基
軸
と

し
た
階
級
的
労
働
運
動
が
合
流
し
、
連
合
支

配
を
打
ち
砕
き
、
４
大
産
別
・
全
産
別
で
の

階
級
情
勢
を
地
殻
変
動
的
に
塗
り
替
え
て
い

る
。
追
い
詰
め
ら
れ
て
い
る
の
は
日
帝
・
安

倍
政
権
で
あ
る
。
現
場
労
働
者
は
団
結
と
安

倍
打
倒
の
ス
ト
ラ
イ
キ
を
決
定
的
に
求
め
て

い
る
。
９
・
25
反
動
判
決
阻
止
に
向
け
「
解

雇
撤
回
・

Ｊ
Ｒ
復

帰
」
の

10
万

人

署
名
を

集
め
９
・

15
総

決

起
集
会

に
総
力

で
結
集
し
よ
う
!

か
け
が
え
の
な
い
多
く
の
命
を
奪
い
、
膨

大
な
量
の
放
射
性
物
質
を
大
気
と
海
洋
に
流

出
さ
せ
て
い
る
。
今
な
お
約

15
万
人
の
避

難
生
活
を
強
い
、
内
部
被
曝
が
深
刻
化
し
つ

つ
あ
る
福
島
原
発
事
故
は
、
収
束
ど
こ
ろ
か

「
封
じ
込
め
・
冷
却
」
が
で
き
ず
、
「
汚
染

水
対
策
」
が
破
綻
し
、
３
０
０
ト
ン
以
上
の

高
濃
度
放
射
能
汚
染
水
が
毎
日
、
海
洋
に
流

出
し
て
い
る
！

新
た
な

悪
の
事
態
だ
！

危
機
に
駆
ら
れ
た
安
倍
政
権
は
緊
急
対
策

に
乗
り
出
し
た
が
、
解
決
能
力
は
な
い
！

福
島
を
切
り
捨
て
、
原
発
再
稼
働
と
原
発

輸
出
外
交
に
奔
走
し
て
き
た
の
は
安
倍
政
権

で
は
な
い
か
！
加
え
て
、
法
制
局
長
官
の
首

を
す
げ
替
え
、
集
団
的
自
衛
権
の
行
使
に
の

め
り
込
み
、
改
憲
・
戦
争
国
家
化
に
突
き
進

ん
で
い
る
！
絶
対
に
許
す
こ
と
は
で
き
な
い
！

自
衛
隊
は
す
で
に
、
憲
法
解
釈
の
変
更
を

待
た
ず
、
実
践
面
で
「
集
団
的
自
衛
権
」
の

行
使
を
先
取
り
し
た
日
米
共
同
作
戦
の
演
習

を
強
化
し
て
い
る
。
陸
自
は
米
軍
と
の
合
同

演
習
を

86
年
か
ら
開
始
し
、
九
州
や
南
西

諸
島
を
中
心
に
、
米
本
土
や
グ
ア
ム
で
米
海

兵
隊
と
「
離
島
奪
回
上
陸
訓
練
」
を
繰
り
返

し
て
い
る
。
空
自
は

96
年
度
か
ら
、
ア
ラ

ス
カ
州
の
米
空
軍
演
習
に
参
加
し
、
03
年
度

か
ら
は
Ｆ
ー

15
戦
闘
機
編
隊
が
派
遣
さ
れ
、

日
米
共
同
の
軍
事
演
習
を
実
施
し
て
い
る
。

ま
た
、
米
戦
略
爆
撃
機
Ｂ

52
の
爆
撃
訓

練
に
空
自
が
参
加
し
、
長
距
離
爆
撃
を
想
定

し
た
空
中
給
油
等
の
Ｂ
52
援
護
訓
練
を
行
っ

て
い
る
。
完
全
に
憲
法
を
無
視
し
た
侵
略
戦

争
の
た
め
の
訓
練
だ
！

09
年
か
ら
は
、
ア
フ
リ
カ
の
ジ
ブ
チ
に

「
日
本
船
籍
の
民
間
船
舶
」
を
「
護
衛
」
す

る
と
し
て
護
衛
艦
２
隻
、
Ｐ
３
Ｃ
哨
戒
機
２

機
を
派
遣
し
て
い
る
。
安
倍
首
相
は
８
月
、

米
軍
の
海
自
Ｐ
３
Ｃ
哨
戒
機
の
多
国
籍
軍
編

入
要
請
に
「
前
向
き
に
検
討
し
た
い
」
と
応

じ
、
２
隻
の
護
衛
艦
の
内
、
１
隻
を

12
月

か
ら
多
国
籍
軍
に
編
入
す
る
こ
と
を
決
定
し

た
。
脱
落
日
帝
の
延
命
を
か
け
た
日
米
安
保

の
世
界
安
保
へ
の
転
換
で
あ
り
、
憲
法
無
視

の
集
団
的
自
衛

権
行
使
の
先
取

り
そ
の
も
の

だ
！シ

リ
ア
へ
の

米
帝
に
よ
る
空

爆
・
軍
事
介
入

の
策
動
は
、
そ

の
ま
ま
自
衛
隊

に
も
波
及
す
る
。
絶
対
に
許
す
こ
と
は
で
き

な
い
！

今
や
、
世
界
の
労
働
者
民
衆
の
巨
万
の
怒

り
が
階
級
的
根
底
的
に
大
爆
発
す
る
情
勢
に

突
入
し
て
い
る
。
国
鉄
・
反
原
発
、
戦
争
絶

対
反
対
の
怒
り
を
解
き
放
ち
、
９
月
階
級
決

戦
を
徹
底
的
に
闘
い
抜
こ
う
！
９
・
14
ー

15
ー

25
大
闘
争
、
さ
ら
に

10
・
１
か
ら

11

月
労
働
者
集
会
へ
階
級
的
労
働
運
動
と
国
際

連
帯
の
力
で
革
命
情
勢
を
切
り
開
こ
う
！

自
衛
官
と
家
族
の
皆
さ
ん
、
団
結
し
て
共

に
闘
い
ま
し
ょ
う
！

杉
橋



極
右
超
反
動
で
凶
暴
化
す
る
安
倍
政
権

を
根
底
か
ら
打
倒
す
る
チ
ャ
ン
ス
が
到
来

し
て
い
る
。
そ
れ
を
明
確
に
示
し
た
の
が

参
院
選
に
お
け
る
山
本
太
郎
氏
の
当
選
で

あ
る
。
首
都
１
０
０
万
の
決
起
、
全
国
１

千
万
の
決
起
が
日
帝
安
倍
政
権
へ
の
怒
り

と
し
て
叩
き
つ
け
ら
れ
た
。
新
自
由
主
義

の
破
綻
が
世
界
戦
争
へ
の
危
機
を
深
化
さ

せ
る
と
同
時
に
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
革
命
情
勢

と
し
て
爆
発
し
て
い
る
。
戦
争
前
夜
情
勢

は
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
革
命
前
夜
情
勢
で
あ
る
。

新
自
由
主
義
の
破
綻
と
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の

破
綻
に
追
い
つ
め
ら
れ
た
安
倍
政
権
は
な

り
ふ
り
か
ま
わ
ず
改
憲
攻
撃
と
超
反
動
攻

勢
に
打
っ
て
出
て
い
る
。
国
家
安
全
保
障

戦
略
の
策
定
、
国
家
安
全
保
障
会
議
（
日

本
版
Ｎ
Ｓ
Ｃ
）
の
設
置
、
新
「
防
衛
大
綱
」

の
策
定
、
国
家
安
全
基
本
法
の
制
定
、
機

密
保
全
法
案
（
特
定
秘
密
保
護
法
・
罰
則

懲
役

10
年
）
な
ど
大
反
動
攻
勢
で
あ
る
。

こ
れ
ら
は
す
べ
て
改
憲
攻
撃
で
あ
る
。

世
界
恐
慌
と
３･

11
情
勢
下
、
安
倍
政

権
は
９
月
有
識
者
会
議
を
設
置
し
、
年
内

に
国
家
安
全
保
障
戦
略
の
中
期
的
指
針
の

策
定
計
画
を
決
定
し
た
。
有
識
者
会
議
は

戦
略
提
言
を
決
定
す
る
。
提
言
は
国
際
情

勢
に
つ
い
て
の
時
代
認
識
を
提
示
し
、
防

衛
政
策
に
と
ど
ま
ら
ず
、
経
済
力
の
強
化

や
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
推
進
な
ど
全
分
野

に
言
及
し
、
日
帝
と
し
て
目
指
す
べ
き

「
国
益
」
上
の
課
題
、
米
新
軍
事
戦
略
と

対
中
対
峙
・
対
決
を
軸
と
す
る
諸
外
国
と

の
関
係
に
つ
い
て
の
戦
略
的
道
筋
を
提
示

す
る
、
と
し
て
い
る
。

柱
は
新
自
由
主
義
に
と
っ
て
の
「
普
遍

的
価
値
の
共
有
」
を
目
指
す
外
交
・
海
洋
・

サ
イ
バ
ー
・
宇
宙
戦
争
な
ど
の
全
戦
争
分

野
で
、
米
帝
を
は
じ
め
「
価
値
観
を
共
有

す
る
国
々
と
の
連
携
強
化
」
、
資
源
・
エ

ネ
ル
ギ
ー
分
野
に
お
け
る
外
交
の
あ
り
方

な
ど
を
確
定
す
る
と
同
時
に
、
日
米
の
軍

事
的
一
体
化
を
急
速
に
促
進
す
る
方
向
を

も
策
定
す
る
。
決
定
さ
れ
れ
ば
日
帝
に
と
っ

て
戦
後
、
初
め
て
の
国
家
的
な
戦
略
的
文

書
と
な
る
。

さ
ら
に
自
衛
隊
・
警
察
・
海
上
保
安
庁

が
一
体
的
に
連
携
強
化
す
る
方
策
、
省
庁

一
体
で
の
安
全
保
障
政
策
や
危
機
管
理
対

応
を
推
進
す
る
方
向
性
な
ど
を
打
ち
出
そ

う
と
し
て
い
る
。

有
識
者
会
議
は
外
交
・
安
保
政
策
の
専

門
家
、
外
務
・
防
衛
両
省
の
Ｏ
Ｂ
ら
で
構

成
す
る
、
と
し
て
い
る
。
安
倍
政
権
は
、

有
識
者
会
議
に
年
末
策
定
の
新
「
防
衛
大

綱
」
に
つ
い
て
も
同
時
に
諮
問
し
、
年
内

に
国
家
安
全
保
障
戦
略
と
新
防
衛
大
綱
を

策
定
す
る
。
防
衛
政
策
上
の
方
針
は
国
家

安
全
保
障
戦
略
で
提
示
し
、
詳
細
を
新
防

衛
大
綱
で
規
定
す
る
こ
と
を
安
倍
、
麻
生
、

外
相
、
防
衛
相
、
官
房
長
官
ら
が
会
談

（
日
本
版
Ｎ
Ｓ
Ｃ
メ
ン
バ
ー
）
で
す
で
に

決
定
し
て
い
る
。

９
月
以
降
、
加
速
さ
せ
る
と
し
て
い
る

2
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集
団
的
自
衛
権
容
認
の
憲
法
解
釈
変
更

と
国
家
安
全
保
障
体
制
の
強
化
、
日
本

版
Ｎ
Ｓ
Ｃ
の
年
内
発
足
、
新
防
衛
大
綱

で
明
記
す
る
国
防
軍
規
定
、
陸
自
の
海

兵
部
隊
化
、
策
源
地
（
敵
基
地
）
攻
撃

能
力
、
情
報
通
信
機
能
の
強
化
、
国
防

の
基
本
方
針
の
見
直
し
、
防
衛
省
改
革
、

そ
し
て
軍
事
法
廷
の
設
置
な
ど
の
一
体

的
推
進
が
、
安
倍
政
権
に
よ
っ
て
も
く

ろ
ま
れ
て
い
る
の
だ
！
安
倍
は
、
初
め

て
、
内
閣
官
房
の
安
全
保
障
・
危
機
管

理
担
当
審
議
官
と
し
て
自
衛
隊
高
級
幹

部
・
情
報
本
部
情
報
官
で
あ
る
長
島
純

空
将
補
（
52
）
を
８
月

22
日
付
け
発
令

で
起
用
し
て
い
る
。
安
倍
は
事
実
上
の

「
憲
法
無
視
」
で
超
反
動
の
戦
争
国
家

体
制
の
確
立
に
む
け
絶
望
的
に
突
進
し

て
い
る
。
だ
が
こ
れ
ら
の
一
大
超
反
動

攻
勢
は
、
明
文
改
憲
と
い
う
正
面
突
破

抜
き
に
は
成
り
立
た
な
い
根
底
的
な
脆

弱
性
を
内
包
し
て
い
る
。
緊
急
事
態
条

項
を
核
心
と
す
る
自
民
党
改
憲
案
（
第

９
章
・
緊
急
事
態
の
宣
言
）
も
ろ
と
も

労
働
者
階
級
人
民
の
怒
り
で
安
倍
政
権

を
９･

15
～

25
国
鉄
決
戦
の
爆
発
で
根

底
的
に
打
倒
し
よ
う
！

自
民
党
の
新
防
衛
大
綱
の
提
言
は
、

新
た
な
防
衛
力
の
構
築
（
＝
米
帝
へ
の

「
強
靱
な
機
動
的
防
衛
協
力
」
）
を
挙
げ
、

「
機
動
運
用
性
、
総
合
指
揮
運
用
能
力
、

輸
送
力
等
の
機
能
拡
充
を
図
り
つ
つ
、

防
衛
力
の
強
靱
性
・
柔
軟
性
・
持
続
性

や
基
地
の
抗
堪
性
の
確
保
、
戦
力
の
維

持
・
回
復
力
の
強
化
な
ど
を
重
視
し
、

高
烈
度
下
に
お
い
て
も
、
着
実
に
わ
が

国
防
衛
の
任
務
を
全
う
す
る
能
力
を
確

保
す
る
」
と
あ
る
。
ま
さ
に
帝
国
主
義

軍
隊
化
へ
の
実
戦
的
転
換
を
目
指
す
内

容
で
あ
る
。

そ
の
大
転
換
を
米
軍
へ

の
「
強
靱
な
機
動
的
防
衛
協
力
」
を
道

筋
に
推
進
す
る
方
向
性
を
鮮
明
に
し
て

い
る
。
戦
力
の
確
保
、
国
家
総
動
員
態

勢
の
確
立
に
向
け
、
「
予
備
自
衛
官
制

度
の
拡
充
」
を
も
う
ち
だ
し
て
い
る
。

民
間
労
働
者
を
あ
ら
か
じ
め

予
備
自
衛
官
に
採
用
し

有

事
に
動
員
す
る
予
備
制
度

安
倍
政
権
の
新
防
衛
大
綱
「
中
間
報

告
」
で
は
、
陸
自
の
海
兵
部
隊
化
の
機

能
整
備
の
柱
と
し
て
「
高
速
輸
送
艦
」

の
導
入
を
決
定
し
て
る
。
Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式

（
民
間
資
金
等
の
活
用
に
よ
る
公
共
施

設
等
の
整
備
等
の
促
進
に
関
す
る
法
律
）

で
の
民
間
フ
ェ
リ
ー
の
導
入
で
あ
る
。

Ｐ
Ｆ
Ｉ
法
に
基
づ
き
特
別
目
的
会
社
を

設
立
し
、
平
時
は
定
期
運
航
な
ど
の
運

用
を
委
ね
、
有
事
や
訓
練
の
際
に
防
衛

省
・
自
衛
隊
が
使
用
す
る
。
有
事
で
の

自
衛
隊
の
優
先
使
用
権
も
確
保
す
る
。

要
す
る
に
日
帝
は
国
家
財
政
の
危
機

と
い
う
現
実
の
中
で
、
別
法
で
海
兵
隊

化
の
装
備
費
を
導
入
し
、
な
お
か
つ
民

間
労
働
者
を
戦
争
に
動
員
す
る
手
法
を

企
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

防
衛
省
は
２
０
１
３
年
度
予
算
で
調

査
研
究
費
を
計
上
し
、
す
で
に
仕
組
み

や
制
度
の
検
討
に
着
手
し
て
い
る
。
年

末
に
改
定
す
る
新
防
衛
大
綱
に
フ
ェ
リ
ー

の
導
入
方
針
を
盛
り
込
ん
だ
う
え
で
、

Ｐ
Ｆ
Ｉ
の
制
度
設
計
に
入
り
、
企
業
と

の
交
渉
を
経
て
、
２
０
１
５
年
度
ま
で

に
仕
組
み
を
確
定
さ
せ
る
計
画
で
あ
る
。

海
兵
隊
化
の
装
備
と
し
て

13
年
度
に

水
陸
両
用
装
甲
車
（
４
両
）
や
軽
装
甲

機
動
車
を
導
入
す
る
。
防
衛
省
は

14
年

度
概
算
要
求
に
も
水
陸
両
用
車
２
両
の

導
入
を
盛
り
込
ん
で
い
る
。
民
間
フ
ェ

リ
ー
は
こ
れ
ら
を
搭
載
し
時
速

60
キ
ロ

以
上
の
高
速
で
航
行
す
る
。
戦
時
に
機

能
す
る
自
衛
隊
の
機
動
展
開
力
の
強
化

を
民
間
フ
ェ
リ
ー
の
恒
常
的
動
員
体
制

に
よ
っ
て
構
築
す
る
計
画
を
、
新
防
衛

大
綱
の
中
間
報
告
書
は
明
ら
か
に
し
て

い
る
。
そ
の
た
め
に
民
間
フ
ェ
リ
ー
の

労
働
者
を
あ
ら
か
じ
め
予
備
自
衛
官
に

採
用
し
、
統
合
訓
練
や
有
事
に
動
員
す

る
こ
と
も
計
画
さ
れ
て
い
る
。

3

普天間基地ゲート前でオスプレイ追加配備再開に怒る

沖縄県民。基地労働者が階級的労働運動で職場の権力

をとる！それが沖縄闘争勝利の核心！ 13 年 8月 12 日



２
０
１
３
年
４
月
、
日
本
安
全
保
障
戦

略
研
究
所
常
務
理
事
、
政
策
提
言
委
員
、

元
陸
自
幹
部
学
校
長
・
樋
口
譲
次
（
陸
将
）

は
、
安
倍
の
国
家
安
全
保
障
戦
略
の
年
内

策
定
と
軌
を
一
に
し
て
、
現
役
（
常
備
）

自
衛
官
と
予
備
自
衛
官
を
併
せ
『
総
合
戦

力
（
ト
ー
タ
ル
フ
ォ
ー
ス
）
１
２
０
万
人

体
制
』
の
整
備
を
提
言
し
て
い
る
。
荒
唐

無
稽
な
提
言
で
は
な
い
。
労
働
者
階
級
の

立
場
か
ら
弾
劾
し
、
粉
砕
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
以
下
は
、
提
言
の
要
点
で
あ
る
。

「
予
備
自
衛
官
の
拡
充
」
と
は
、
有
事

に
膨
大
に
拡
大
す
る
兵
力
の
確
保
を
目
的

に
し
て
い
る
。
軍
隊
は
、
現
役
（
常
備
）

を
国
家
財
政
の
制
約
な
ど
に
よ
り
、
現
代

戦
に
即
応
で
き
る
必
要

小
限
の
戦
力
を

常
備
兵
力
と
し
て
維
持
し
つ
つ
、
有
事
に

動
員
で
き
る
予
備
兵
力
を
確
保
し
て
い
る
。

自
衛
隊
の
現
役
は
２
０
０
９
年
度
末
現
在

で

24
万
８
３
０
３
人
（
実
員

22
万
８
５

３
６
人
）
。
予
備
自
衛
官
は
、
現
在
、
①

即
応
予
備
自
衛
官
（
１
９
９
７
年
導
入
）
、

②
予
備
自
衛
官
（
１
９
５
４
年
自
衛
隊
発

足
と
同
時
制
定
）
、
③
予
備
自
衛
官
補

（
２
０
０
１
年
度
導
入
）
で
即
応
予
備
が

約
６
５
０
０
人
、
予
備
自
衛
官
と
予
備
自

衛
官
補
を
併
せ
て
約
３
万
３
５
０
０
人
、

総
数
約
４
万
人
弱
の
体
制
で
あ
る
。
常
備

兵
力
・
予
備
兵
力
の
実
員
総
数
は
、
約

26
万
人
。
即
応
予
備
自
衛
官
は
旧
帝
国
軍

隊
で
い
え
ば
常
備
兵
役
の
予
備
兵
に
相
当

し
、
予
備
自
衛
官
と
予
備
自
衛
官
補
は
、

後
備
兵
役
お
よ
び
補
充
兵
役
相
当
に
区
分

さ
れ
て
い
る
。

即
応
・
予
備
・
予
備
自
衛
官
補
と
は
別

の
予
備
自
衛
官
制
度
と
し
て
、
「
国
家
非

常
事
態
に
際
し
、
『
郷
土
防
衛
（
国
民
保

護
）
隊
』
に
配
属
す
る
郷
土
防
衛
予
備
自

衛
官
あ
る
い
は
国
民
保
護
予
備
自
衛
官

（
い
ず
れ
も
仮
称
）
を
新
設
」
し
、
「
１
２

０
万
人
体
制
」
の
勢
力
を
確
保
す
る
と
し

て
全
国
の
消
防
職
員
、
警
察
職
員
を
有
事

に
予
備
自
衛
官
に
編
入
す
る
予
備
自
衛
官

制
度
の
拡
充
を
提
言
し
て
い
る
。
２
０
１

１
年
４
月
１
日
現
在
で
現
役
・
常
備
態
勢

の
消
防
職
員
は
約

15
万
９
３
５
４
人

（
う
ち
女
性
職
員
は
約
４
千
人
）
。
そ
し
て

全
国
す
べ
て
の
市
町
村
に
設
置
さ
れ
て
い

る
消
防
団
員
数
は
、
同

87
万
９
９
７
８

人
。
両
者
の
勢
力
を
併
せ
れ
ば
約
１
０
４

万
人
。

そ
し
て
新
設
す
る
「
『
国
民
保
護
隊
』

に
配
属
す
る
郷
土
防
衛
予
備
自
衛
官
あ
る

い
は
国
民
保
護
予
備
自
衛
官
（
い
ず
れ
も

仮
称
）
」
は
、
平
時
は
「
非
軍
事
予
備
自

衛
官
」
と
し
て
分
類
し
、
訓
練
す
る
と
し

て
い
る
。

そ
し
て
、
有
事
に
は
、
「
全
国
を
隈
な
く

網
羅
す
る
こ
と
が
必

要
で
あ
る
。
そ
の
点
、

非
常
設
の
消
防
団
は
、

常
設
消
防
で
あ
る
消

防
本
部
お
よ
び
消
防

署
が
存
在
し
な
い
町

村
に
も
存
し
、
全
国

の
市
町
村
を
完
全
に

カ
バ
ー
し
て
い
る
」
、

と
し
て
ア
ラ
ー
ト
の

全
国
設
置
と
一
体
で

「
国
民
保
護
予
備
自

衛
官
（
仮
称
）
」
を

運
用
す
る
と
い
う
画

策
で
あ
る
。

日
帝
は
、
治
安
部

隊
と
し
て
約

28
万
１
０
０
０
人
の
警
察

官
を
全
国
に
配
置
し
て
い
る
。

提
言
は
こ
れ
に
も
言
及
し
、
機
動
隊
に

は
、
機
動
隊
、
管
区
機
動
隊
お
よ
び
第
２

機
動
隊
（
特
別
機
動
隊
、
方
面
機
動
隊
）

等
が
あ
り
、
専
門
部
隊
と
し
て
、
爆
発
物

処
理
班
、
銃
器
対
策
部
隊
、
水
難
救
助
部

隊
、
機
動
救
助
部
隊
等
の
機
能
別
部
隊
が

編
成
さ
れ
、
８
都
道
府
県
警
察
（
北
海
道
、

警
視
庁
、
千
葉
、
神
奈
川
、
愛
知
、
大
阪
、

福
岡
、
沖
縄
）
に
は
特
殊
部
隊
（
Ｓ
Ａ
Ｔ
）

が
配
置
さ
れ
、
９
都
道
府
県
警
察
（
北
海

道
、
宮
城
、
警
視
庁
、
千
葉
、
神
奈
川
、

愛
知
、
大
阪
、
広
島
、
福
岡
）
に
は
Ｎ
Ｂ

4

８月６日、海自 大の 22 ＤＤＨヘリ護衛艦「いずも」が進水。全長

248 ｍ、幅約 38 ｍ。手術室 35 人分の病床。 大 500 人の乗員と 450

人の宿泊スペース。有事に垂直離着機を搭載すれば「攻撃型空母」

に転換。旧海軍空母「加賀」とほぼ同じ大きさ。上図は、「いずも」

（中央）と「ひゅうが」（下）の比較を表している。「いずも」は今後、

機関砲、レーダー、電子戦･対抗手段など装備し 15 年 3 頃就役。2 番

艦（24ＤＤＨ）は 12年度予算で建造費 1155 億円が計上、14年起工。



Ｃ
テ
ロ
対
応
専
門
部
隊
が
設
置
さ
れ
て
い

る
と
し
て
、

①
現
在
、
有
事
・
大
災
害
時
の
初
期
に

動
員
さ
れ
る
「
広
域
緊
急
援
助
隊
」
や

「
国
際
緊
急
援
助
隊
」
が
、
全
国
警
察
の

機
動
隊
員
、
管
区
機
動
隊
員
な
ど
で
編
成

さ
れ
、
警
視
庁
に
は
第
１
～
９
機
動
隊
お

よ
び
特
科
車
両
隊
の
計

10
個
隊
が
編
成

さ
れ
て
い
る
。
大
阪
と
千
葉
に
は
各
３
個

隊
、
神
奈
川
と
福
岡
に
２
個
隊
、
そ
の
他

の
道
府
県
に
は
各
１
個
隊
が
編
成
さ
れ
て

い
る
。
こ
れ
ら
の
勢
力
（
人
員
）
は
約
９

７
０
０
人
。

②
第
２
機
動
隊
（
方
面
機
動
隊
、
特
別

機
動
隊
）
と
は
、
平
時
、
警
察
署
の
各
部

署
で
通
常
の
警
察
署
員
と
し
て
勤
務
し
て

い
る
。
第
２
機
動
隊
と
し
て
常
備
隊
を
保

有
し
て
い
る
警
視
庁
、
大
阪
お
よ
び
各
県

警
察
で
は
、
方
面
機
動
隊
ま
た
は
特
別
機

動
隊
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
勢

力
（
人
員
）
は
約
１
万
５
７
０
０
人
。

③
管
区
機
動
隊
は
、
平
時
は
刑
事
、
地

域
、
交
通
等
の
勤
務
に
就
き
、
機
動
隊
に

準
じ
た
形
で
警
備
訓
練
を
行
っ
て
い
る
。

有
事
に
は
都
道
府
県
警
察
を
超
え
て
広

域
運
用
さ
れ
る
部
隊
で
あ
る
。

府
県
警
察
本
部
長
が
、
当
該
警
察
に
所

属
す
る
警
察
官
を
編
成
し
、
各
府
県
警
察

に
置
か
れ
る
。
但
し
、
警
視
庁
と
北
海
道

警
察
は
、
管
区
に
は
参
加
せ
ず
独
立
し
た

部
隊
と
し
て
動
く
。
管
区
機
動
隊
の
な
い

北
海
道
は
、
１
個
大
隊
編
成
の
北
海
道
警

察
警
備
隊
を
置
い
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
勢

力
（
人
員
）
は
約
４
２
０
０
人
。

以
上
、
警
察
は
常
設
部
隊
と
臨
時
編
成

の
部
隊
を
合
わ
せ
て
、
総
計
約
２
万
９
６

０
０
人
規
模
の
機
動
隊
を
「
郷
土
防
衛

（
国
民
保
護
）
予
備
自
衛
官
」
に
有
事
編

入
す
る
、
と
し
て
い
る
。

詳
細
は
省
く
が
こ
れ
に
海
上
保
安
庁
の

現
役
１
万
２
６
３
６
人
（
２
０
１
１
年
現

在
）
が
加
わ
る
。

３
・
11
以
降
、
自
衛
隊
・
警
察
・
海
保

は
す
で
に
平
時
か
ら
「
統
一
座
標
軸
」
を

採
用
し
、
行
動
規
範
を
一
元
化
し
て
い
る
。

そ
し
て
現
行
の
「
国
民
保
護
法
」
は
、

実
質
的
な
「
郷
土
防
衛
法
」
に
な
っ
て
い

な
い
と
し
て
法
改
正
を
も
提
言
し
て
い
る
。

空
自

Ｂ

52
戦
略
爆
撃
機
の

援
護
実
動
訓
練
に
参
加

空
自
が
、
米
戦
略
爆
撃
機
Ｂ

52
の
爆

撃
訓
練
「
レ
ッ
ド
・
フ
ラ
ッ
グ
ア
ラ
ス
カ

（
Ｒ
Ｆ
Ａ
）
」
（
06
年
か
ら
Ｒ
Ｆ
Ａ
と
命
名
）

に
参
加
（
２
０
１
３
年
は
８
月
９
日
～

24
日
実
施
）
し
、
戦
略
爆
撃
機
援
護
合
同

訓
練
」
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
空
幕
発
行

の
部
内
誌

12
年
７
月
号
に
掲
載
さ
れ
た

空
１
尉
（
旧
軍
で
は
大
尉
）
の
体
験
記
で

判
明
し
て
い
る
。
Ｒ
Ｆ
Ａ
に
は
空
中
給
油

訓
練
も
あ
り
、
長
距
離
爆
撃
訓
練
を
想
定

し
て
い
る
。
空
自
部
隊
は
１
９
９
６
年
度

か
ら
ア
ラ
ス
カ
州
の
米
空
軍
演
習
に
参
加

し
て
い
る
。
ま
た
Ｆ
ー

15
戦
闘
機
編
隊

は
２
０
０
３
年
か
ら
派
遣
さ
れ
て
い
る
。

要
す
る
に
空
自
は

10
年
前
か
ら
Ｂ

52

編
隊
が
行
の
爆
撃
の
援
護
訓
練
を
開
始
し

て
い
る
の
だ
！

Ｂ

52
戦
略
爆
撃
機
は
、
原
爆
投
下
や

絨
毯
（
じ
ゅ
う
た
ん
）
爆
撃
で
一
つ
の
都

市
を
火
の
海
と
化
し
、
廃
墟
に
す
る
攻
撃

力
を
持
つ
爆
撃
機
で
あ
る
。
Ｂ

52
編
隊

を
援
護
す
る
訓
練
と
は
、
「
専
守
防
衛
」

の
範
囲
を
超
え
た
「
敵
地
攻
撃
」
の
侵
略

5

米
・
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
で
の
離
島
奪
還
訓
練

で
米
海
兵
隊
・
オ
ス
プ
レ
イ
か
ら
降
り
立
っ
た

陸
自
隊
員

２
０
１
３
年
６
月
13
日

「ひゅうが」の格納庫と昇降

機。サンディゴの米軍基地で

公開。（魚眼レンズで撮影）

2013 年 6 月 10 日



戦
争
そ
の
も
の
訓
練
で
あ
る
。
１
０
０
％

憲
法
無
視
、
改
憲
を
先
取
り
し
た
日
米
の

軍
事
的
一
体
化
の
実
動
訓
練
で
あ
る
。

こ
の
憲
法
無
視
の
合
同
訓
練
の
根
底
に

は
、
世
界
恐
慌
と
３
・
11
情
勢
下
の
帝
国

主
義
間
・
大
国
間
争
闘
戦
の
激
化
と
日
帝

ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
の
危
機
的
焦
り
が
あ
る
。

米
帝
は
す
で
に
新
軍
事
戦
略
で
グ
ア
ム

基
地
に
６
機
以
上
の
Ｂ

52
戦
略
爆
撃
機

の
常
時
配
備
を
行
っ
て
い
る
。
対
中
対
峙
・

対
決
―
世
界
戦
争
を
射
程
に
入
れ
た
侵
略

戦
争
そ
の
も
の
の
共
同
爆
撃
訓
練
で
あ
る
。

激
し
く
進
む

陸
自
の
海
兵
部
隊
化

世
界
で
数
十
カ
国
が
保
有
し
て
い
る
と

さ
れ
る
海
兵
隊
の
主
任
務
は
海
か
ら
の
敵

地
強
襲
上
陸
戦
で
あ
る
。
陸
自
は
米
軍
と

の
「
離
島
奪
還
合
同
訓
練
」
を

86
年
か

ら
開
始
し
て
い
る
。

九
州
や
南
西
諸
島
を
中
心
に
全
国
各
地

で
、
島
嶼
防
衛
訓
練
を
含
む
海
上
・
航
空

作
戦
や
弾
道
ミ
サ
イ
ル
対
処
、
兵
員
や
物

資
の
輸
送
訓
練
を
実
施
し
て
い
る
。

国
内
だ
け
で
は
な
く
米
海
兵
隊
と
米
本

土
で
、
グ
ア
ム
で
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
軍
と

の
３
軍
に
よ
る
「
離
島
奪
還
」
上
陸
強
襲

訓
練
を
繰
り
返
し
て
い
る
。
そ
し
て
６
月

10
日
～

26
日
に
カ
リ
フ
オ
ル
ニ
ア
州
に

お
い
て
米
軍
が
実
施
し
た
「
ド
ー
ン
・
ブ

リ
ッ
ツ
」
に
初
め
て
、
陸
海
空
３
自
衛
隊

が
統
合
で
参
加
し
、
日
米
統
合
実
動
訓
練

を
行
っ
て
い
る
。

自
衛
隊
の
参
加
は
、
「
離
島
防
衛
部
隊
」

で
あ
る
陸
自
の
「
西
部
方
面
普
通
科
連
隊

（
西
普
連
）
」
な
ど
の
１
千
人
と
、
海
自
の

ヘ
リ
搭
載
型
護
衛
艦
、
輸
送
艦
、
イ
ー
ジ

ス
艦
な
ど
が
参
加
。
米
海
兵
隊
と
共
同
で
、

海
自
ヘ
リ
護
衛
艦
「
ひ
ゅ
う
が
」
か
ら
飛

び
立
っ
た
米
海
兵
隊
の
Ｃ
Ｈ

53
輸
送
ヘ

リ
と
Ｍ
Ｖ

22
オ
ス
プ
レ
イ
か
ら
の
降
下

訓
練
、
揚
陸
艇
で
の
強
襲
上
陸
な
ど
、

「
実
戦
」
そ
の
も
の
の
上
陸
作
戦
が
行
な

わ
れ
て
い
る
。
訓
練
目
的
は
、
陸
海
空
３

自
衛
隊
と
米
軍
の
一
体
的
な
「
日
米
統
合

運
用
と
日
米
連
携
の
強
化
」
（
岩
崎
茂
統

合
幕
僚
長
）
で
あ
る
。

米
軍
と
一
体
で
上
陸
作
戦
が
展
開
で
き

る
能
力
を
陸
・
海
・
空
３
自
衛
隊
が
身
体

と
行
動
で
一
致
す
る
ま
で
実
施
さ
れ
る
実

戦
訓
練
で
あ
る
。
米
海
兵
隊
の
強
襲
上
陸

作
戦
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
無
理
矢
理
、
陸
自
隊

員
の
身
体
に
叩
き
込
む
訓
練
と
し
て
実
施

さ
れ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
だ
！
。

自
衛
隊

オ
ス
プ
レ
イ
導
入

海
自
「
ひ
ゅ
う
が
」
が
オ
ス

プ
レ
イ
の
格
納
訓
練

防
衛
省
は
陸
自
の
海
兵
部
隊
化
と
一
体

で
オ
ス
プ
レ
イ
導
入
を
す
で
に
決
定
し
て

い
る
。
「
ド
ー
ン
・
ブ
リ
ッ
ツ
」
で
は
、

海
自
「
ひ
ゅ
う
が
」
の
デ
ッ
キ
ク
ル
ー
に

オ
ス
プ
レ
イ
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
が
デ
ッ
キ
上

で
の
多
様
な
取
り
回
し
方
法
を
訓
練
し
、

ロ
ー
タ
ー
と
主
翼
を
折
り
た
た
ん
だ
オ
ス

プ
レ
イ
を
「
ひ
ゅ
う
が
」
の
後
部
エ
レ
ベ
ー

タ
か
ら
格
納
庫
に
移
動
す
る
訓
練
な
ど
総

合
的
な
実
動
訓
練
が
行
わ
れ
て
い
る
。

陸
海
空
３
自
衛
隊
は
３･

11
の
「
ト
モ

ダ
チ
作
戦
」
で
、
戦
後
初
め
て
日
米
統
合

運
用
の
実
戦
を
経
験
し
た
が
、
軍
隊
と
し

て
の
無
力
性
を
晒
し
た
。
世
界
恐
慌
と
３
・

11
情
勢
下
、
帝
国
主
義
間
・
大
国
間
争
闘

戦
が
東
中
国
海
、
南
中
国
海
の
権
益
、
シ
ー

レ
ー
ン
を
巡
り
激
化
し
て
い
る
。
新
自
由

主
義
の
破
綻
と
世
界
恐
慌
の
深
化
が
そ
の

激
化
に
拍
車
を
か
け
て
い
る
。

海
自
は
す
で
に
１
９
８
０
年
か
ら
、
２

年
に
１
回
実
施
さ
れ
て
い
る
「
環
太
平
洋

合
同
演
習
（
リ
ム
パ
ッ
ク
）
」
に
参
加
し

て
い
る
。
海
自
護
衛
艦
の
任
務
は
米
空
母

護
衛
の
合
同
訓
練
で
あ
る
。
こ
の
合
同
訓

練
で
は
、
米
海
軍
・
海
自
・
オ
ー
ス
ト
リ

ア
軍
な
ど
が
ミ
サ
イ
ル
、
砲
弾
を
戦
艦
に

撃
ち
込
み
、
実
際
に
撃
沈
す
る
合
同
訓
練

を
行
っ
て
い
る
。

２
０
１
４
年
リ
ム
パ
ッ
ク
に
は
海
自
と

と
も
に
海
兵
部
隊
化
を
目
指
す
陸
自
が
初

め
て
参
加
す
る
。
日
米
軍
事
の
一
体
化
は

労
働
者
階
級
か
ら
隠
れ
た
と
こ
ろ
で
激
し

く
推
し
進
め
ら
れ
て
い
る
。

日
帝
は
２
０
０
９
年
か
ら
「
海
賊
対
策
」

と
し
て
海
自
護
衛
艦
２
隻
、
Ｐ
３
Ｃ
哨
戒

機
２
機
を
ソ
マ
リ
ア
・
ジ
ブ
チ
に
派
遣
し

て
い
る
。
安
倍
は
８
月
25
日
、
バ
ー
レ
ー

ン
で
米
海
軍
第
５
艦
隊
司
令
官
ミ
ラ
ー
と

の
会
談
で
、
海
自
Ｐ
３
Ｃ
哨
戒
機
の
多
国

籍
軍
へ
の
編
入
要
請
に
対
し
「
前
向
き
に

検
討
す
る
」
と
応
じ
た
。
安
倍
政
権
は
す

で
に
２
隻
の
護
衛
艦
の
内
、
１
隻
を

12

月
か
ら
多
国
籍
軍
へ
の
編
入
を
決
定
し
て

い
る
。
シ
ー
レ
ー
ン
確
保
に
向
け
た
日
帝

安
倍
政
権
に
よ
る
集
団
的
自
衛
権
の
行
使

が
推
し
進
め
ら
れ
て
い
る
。

脱
落
日
帝
は
、
米
新
軍
事
戦
略
と
一
体

6

3･11 以降、高濃度の汚染水を１日 300 トン以上、海洋流出で人類
と地球を破滅に追い込んでいる福島第一原発事故。9月 3 日 汚染
水漏れのＨ 3タンク群の底部表面で 2･2 シーベルトを測定。数時
間で死亡する高線量をこのように測定している原発労働者。



化
し
、
日
米
安
保
の
世
界
安
保
へ
の
実

戦
的
転
換
の
中
で
し
か
、
延
命
出
来
な

い
と
こ
ろ
に
ま
で
た
た
き
落
と
さ
れ
て

い
る
。

一
方
、
「
財
政
の
崖
」
か
ら
転
落
し

て
い
る
没
落
米
帝
は
、
世
界

弱
の
環
・

日
帝
の
軍
事
力
を
米
軍
と
一
体
化
さ
せ

動
員
・
運
用
し
な
け
れ
ば
米
新
軍
事
戦

世
界
恐
慌
と
３
・
11
以
降
、
自
衛
隊

と
米
軍
と
の
一
体
化
が
急
速
に
推
進
さ

れ
て
い
る
。
そ
し
て
新
防
衛
大
綱
の
中

間
報
国
は
、
日
米
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
再

改
定
に
よ
る
米
新
軍
事
戦
略
へ
の
一
体

化
を
「
加
速
さ
せ
る
」
こ
と
を
明
記
し

て
い
る
。
だ
が
そ
れ
は
破
綻
す
る
。

な
ぜ
な
ら
、
日
米
の
軍
事
的
一
体
化
、

国
家
安
全
法
戦
略
の
策
定
、
新
防
衛
大

綱
の
策
定
な
ど
、
そ
の
具
体
的
推
進
は

侵
略
戦
争
へ
の
突
進
で
あ
り
、
そ
の
全

過
程
に
お
い
て
全
社
会
的
に
、
全
生
産

現
場
で
、
そ
し
て
自
衛
隊
内
部
で
、
階

級
矛
盾
が
極
限
的
に
激
化
し
、
労
働
者
・

兵
士
の
総
反
乱
を
不
可
避
と
す
る
か
ら

で
あ
る
。
大
失
業
と
戦
争
へ
の
全
過
程

は
、
階
級
矛
盾
が
激
化
、
拡
大
す
る
過

程
で
あ
る
。
安
倍
政
権
の
な
り
ふ
り
か

ま
わ
ぬ
大
反
動
攻
勢
は
、
脱
落
日
帝
の

危
機
と
破
綻
、
脆
弱
性
そ
の
も
の
か
ら

発
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
進

行
す
る
事
態
を
真
っ
向
か
ら
見
据
え
、

９･

15
ー

25
国
鉄
決
戦
の
爆
発
で
、
革

命
党
と
労
働
者
階
級
の
怒
り
で
極
反
動

安
倍
政
権
を
根
底
か
ら
打
倒
し
よ
う
！

党
と
階
級
が
直
面
す
る
課
題
は
、
日

帝
・
安
倍
政
権
の
安
保
防
衛
政
策
を
職

場
の
闘
い
で
粉
砕
す
る
労
働
組
合
の
再

生
で
あ
る
。
そ
れ
が
労
働
者
兵
士
に
対

す
る
労
働
者
階
級
の
連
帯
と
階
級
的
団

結
の
実
践
で
あ
る
。
そ
の
力
が
戦
争
を

阻
止
す
る
。
４
大
産
別
の
現
場
で
は
す

で
に
地
殻
変
動
的
決
起
が
開
始
さ
れ
て

い
る
。
国
鉄
決
戦
を
戦
略
的
水
路
に
し

た
階
級
的
労
働
組
合
の
再
生
と
そ
の
成

否
は
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
革
命
そ
の
も
の

の
成
否
で
あ
る
。

労
働
者
自
己
解
放
の
闘
い
は
、
階
級

的
労
働
組
合
の
再
生
と
強
化
の
一
点
に

か
か
っ
て
い
る
。
５
月
テ
ー
ゼ
と
は
国

鉄
決
戦
が
求
め
た
戦
略
的
転
換
で
あ
り
、

そ
れ
は
『
侵
略
を
内
乱
へ
』
の
プ
ロ
レ

タ
リ
ア
革
命
を
労
働
運
動
・
労
働
組
合

の
闘
い
で
実
現
す
る
戦
略
的
闘
い
で
あ

る
。
そ
し
て
今
こ
そ
、
そ
の
大
転
換
の

時
で
あ
る
。
マ
ル
ク
ス
主
義
と
国
際
主

義
で
武
装
し
、
革
命
党
と
労
働
者
階
級

が
階
級
的
労
働
運
動
を
闘
う
こ
と
が
で

き
る
革
命
主
体
へ
と
大
胆
に
飛
躍
し
、

階
級
的
労
働
組
合
運
動
を
職
場
で
本
格

的
に
開
始
し
、
階
級
的
労
働
組
合
の
再

生
過
程
で
１
万
人
の
青
年
活
動
家
を
組

織
で
き
る
革
命
党
へ
大
胆
に
を
飛
躍
す

る
時
で
あ
る
。
飛
躍
と
は
一
人
ひ
と
り

の
計
画
的
な
目
的
意
識
性
に
基
づ
く
、

大
胆
な
行
動
で
あ
る
。

労
働
者
兵
士
行
動
委
員
会
が

先
頭
に
起
と
う
！

階
級
的
労
働
運
動
の
前
進
、
労
働
組

合
再
生
の
闘
い
に
反
軍
・
労
働
者
兵
士

行
動
委
員
会
が

先
頭
に
起
つ
。
反
軍

闘
争
の
前
進
は
階
級
的
労
働
運
動
の
前

進
と
一
体
で
あ
る
。
国
鉄
決
戦
の
前
進

が
、
隊
内
兵
士
が
決
起
す
る
土
壌
で
あ

る
。そ

し
て
１
万
人
の
青
年
労
働
者
の
活

動
家
建
設
の
な
か
に
予
備
・
常
備
を
問

わ
ず
兵
士
の
組
織
化
を
目
的
意
識
的
に

位
置
づ
け
る
こ
と
で
あ
る
。
党
と
階
級

に
問
わ
れ
て
い
る
の
は
目
的
意
識
的
飛

躍
と
行
動
、
実
践
へ
の
突
撃
で
あ
る
。

兵
士
を
組
織
す
る
チ
ャ
ン
ス
は
安
倍
政

権
の
超
反
動
化
と
一
体
で
拡
大
す
る
。

内
閣
府
は
自
衛
隊
へ
の
好
感
度
が
過

去

高
と
発
表
し
た
。
だ
が
２
０
１
２

年
度
の
自
衛
隊
兵
士
の
自
殺
は
、
10
万

人
当
た
り

35
～

40
人
、
国
家
公
務
員
・

省
庁
の
な
か
で
も
突
出
し
た
数
字
で
あ

る
。
ア
フ
ガ
ン
撤
退
を
前
に
し
た
米
軍

は
兵
士
の
自
殺
が
戦
死
者
を
超
え
る
事

態
に
ま
で
陥
っ
て
い
る

要
す
る
に
帝
国
主
義
軍
隊
が
崩
壊
の

危
機
に
直
面
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
労
働
者
も
兵
士
も
１
％
の
ブ
ル

ジ
ョ
ア
ジ
ー
の
た
め
に
自
ら
の
命
を
殺

し
て
は
な
ら
な
い
！
死
す
べ
き
は
１
％

の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
と
安
倍
政
権
で
あ

る
。
ど
こ
ま
で
も
フ
ク
シ
マ
の
怒
り
、

沖
縄
の
怒
り
と
結
合
し
、
プ
ロ
レ
タ
リ

ア
世
界
革
命
勝
利
ま
で
進
撃
し
よ
う
！

労
働
者
階
級
・
兵
士
の
解
放
へ
！

了

7

略
が
無
力
化
す
る
現
実
に
叩
き
込
ま

れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
英

軍
、
仏
軍
も
Ｅ
Ｕ
の
解
体
的
危
機
と
国

家
財
の
危
機
で
兵
力
削
減
に
追
い
込
ま

れ
て
い
る
。
さ
ら
に
エ
ジ
プ
ト
、
シ
リ

ア
の
革
命
と
内
戦
の
激
化
、
中
東
支
配

の
崩
壊
と
い
う
危
機
の
中
に
国
際
帝
国

主
義
は
叩
き
込
ま
れ
て
い
る
。



７
月

18
日
東
京
高
裁
で
「
た
ち
か
ぜ

裁
判
控
訴
審
」
の
第
12
回
口
頭
弁
論
が

行
わ
れ
、
３
回
連
続
の
傍
聴
を
し
て
き

ま
し
た
。
こ
の
日
も
60
名
近
い
傍
聴
者

が
い
ま
し
た
が
、
抽
選
で

41
名
し
か
傍

聴
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
マ
ス
コ
ミ
も

大
き
く
取
り
上
げ
て
き
た
こ
の
裁
判
に

つ
い
て
、
毎
回
傍
聴
者
を
絞
る
の
で
は

な
く
、
も
う
少
し
広
い
法
廷
は
東
京
高

裁
に
い
く
つ
も
あ
る
は
ず
だ
か
ら
用
意

す
べ
き
で
す
。

防
衛
省
・
海
自
は

全
証
拠
を
開
示
せ
よ

こ
の
制
限
は
、
法
廷
審
理
の
内
容
に

も
明
ら
か
に
関
連
し
て
い
ま
す
。
原
告

の
粘
り
強
い
闘
い
に
よ
っ
て
被
告
側
を

追
い
つ
め
て
い
る
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

控
訴
審
に
お
い
て
、
元
被
告
側
指
定
代

理
人
（
現
役
３
等
海
佐
）
が
国
・
自
衛

隊
の
証
拠
隠
滅
の
事
実
を
告
発
す
る
陳

述
書
を
東
京
高
裁
に
提
出
し
て
以
来
、

新
た
な
証
拠
が
次
々
と
露
呈
。
一
審
で

提
出
さ
れ
た
証
拠
は

39
点
だ
っ
た
の
に
、

控
訴
審
で
は
、
常
識
を
覆
し
て
何
と
２

０
９
点
も
提
出
さ
れ
た
。
と
こ
ろ
が
、

都
合
の
悪
い
部
分
は
「
黒
塗
り
」
し
て

い
る
と
い
う
イ
ン
カ
メ
ラ
審
理
だ
。
現

在
、
黒
塗
り
を
ど
こ
ま
で
解
除
さ
せ
る

か
な
ど
の
攻
防
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る

が
、
護
衛
艦
内
で
訓
練
と
称
す
る
い
か

な
る
「
い
じ
め
」
が
横
行
し
て
い
た
の

か
、
そ
の
中
で
自
衛
隊
員
が
い
か
に
悩

み
苦
し
ん
で
い
る
の
か
、
国
・
防
衛
省
・

海
自
の
責
任
を
明
ら
か
に
す
る
に
は
、

黒
塗
り
な
ど
と
ん
で
も
な
い
こ
と
で
、

全
部
解
除
す
べ
き
は
当
然
だ
。
そ
も
そ

も
「
破
棄
し
て
存
在
し
て
い
な
い
」
と

言
っ
て
い
た
証
拠
が
、
「
実
は
、
存
在

し
て
い
た
」
と
認
め
る
に
至
っ
た
経
緯

か
ら
し
て
、
黒
塗
り
解
除
ど
こ
ろ
か
、

隠
し
持
っ
て
い
る
証
拠
の
全
て
を
法
廷

に
出
す
の
が
当
然
で
あ
る
。

裁
判
所
は
原
告
の
証
人
申

請
を
全
て
採
用
せ
よ

法
廷
の
進
行
は
、
こ
の
攻
防
の
あ
と
、

証
人
採
用
を
め
ぐ
る
攻
防
に
入
る
。
す

で
に
元
海
上
幕
僚
監
部
総
務
情
報
公
開

室
２
等
海
佐
や
、
た
ち
か
ぜ
元
艦
長
な

ど
７
人
の
証
人
申
請
を
し
て
い
る
よ
う

で
す
が
、
こ
の
証
人
を
引
き
ず
り
出
し
、

徹
底
的
に
追
及
し
て
行
く
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
。
事
態
は
鮮
明
に
な
り
つ
つ
あ

り
ま
す
。

裁
判
官
は
「
国
民
の
負
託
」

に
応
え
る
義
務
が
あ
る

し
か
し
、
傍
聴
し
て
い
て
、
原
告
側

弁
護
団
の
対
応
が
、
な
ま
ぬ
る
い
と
感

じ
て
い
ま
す
。
裁
判
長
の
態
度
は
、

「
あ
る
程
度
受
け
入
れ
る
か
ら
、
そ
れ

以
上
深
く
追
求
し
な
い
で
く
れ
」
と
い

う
よ
う
な
顔
を
し
て
い
る
の
だ
。
と
ん

で
も
な
い
こ
と
だ
。
裁
判
長
の
態
度
こ

そ
、
本
質
を
隠
蔽
し
、
国
・
防
衛
省
・

海
自
に
よ
る
証
拠
隠
し
、
ウ
ソ
・
デ
マ

で
覆
い
隠
す
国
の
態
度
を
容
認
し
よ
う

と
し
て
い
る
の
だ
。

家
族
の
怒
り
は
非
和
解

こ
の
裁
判
は
、
海
自
護
衛
艦
「
た
ち

か
ぜ
」
艦
内
で
の
上
官
の
い
じ
め
が
原

因
で
青
年
自
衛
官
（
１
等
海
士
）
が
自

殺
に
追
い
込
ま
れ
（
２
０
０
４
年
10
月
）、

両
親
が
国
と
上
司
を
相
手
に
提
訴
、
し

か
し
１
審
で
は
、
証
拠
書
類
が
隠
蔽
さ

れ
た
ま
ま
「
い
じ
め
が
原
因
だ
が
、
自

殺
は
予
見
で
き
な
か
っ
た
」
と
い
う
判

決
だ
。
原
告
の
ご
家
族
の
心
境
を
察
し

た
場
合
、
裁
判
で
は
慰
謝
料
の
請
求
と

い
う
形
は
と
っ
て
い
る
が
、
息
子
を
自

殺
に
追
い
や
っ
た
自
衛
隊
そ
の
も
の
を

問
う
て
い
る
の
だ
。
安
倍
政
権
が
、
憲

法
解
釈
の
変
更
に
よ
る
「
集
団
的
自
衛

権
行
使
」
の
容
認
に
向
か
っ
て
攻
撃
を

強
め
て
い
る
。
集
団
的
自
衛
権
の
行
使

と
は
、
自
衛
隊
が
帝
国
主
義
侵
略
軍
隊

に
転
換
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

「
離
島
奪
還
訓
練
」
を
口
実
に
、
い
じ

め
が
一
層
、
激
化
す
る
の
は
火
を
見
る

よ
り
明
ら
か
で
あ
る
。
い
じ
め
の
激
化

は
自
殺
の
増
大
を
生
み
出
す
。
自
殺
と

と
は
「
怒
り
の
爆
発
」
で
あ
る
。
家
族

の
怒
り
は
慰
謝
料
な
ど
で
お
さ
ま
る
も

の
で
は
あ
り
え
な
い
。
家
族
の
怒
り
は

非
和
解
で
あ
る
。
全
証
拠
開
示
、
全
証

人
採
用
で
、
戦
争
と
軍
隊
の
本
質
を
徹

底
的
に
は
っ
き
り
さ
せ
よ
う
。

8

高
村

宏
信
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